
L-07	
 水線腐食 
 
１．概要 
水と大気界面近傍では、腐食が局部的に加速される。炭素鋼の場合は、水面

（水と大気の界面）直下部で腐食が加速される。一方、ステンレス鋼の場合は、

水面（界面）直上部で局部腐食が加速される。 
 
２．損傷を受ける材料 

炭素鋼、低合金鋼、ステンレス鋼 
 
３．損傷機構の詳細 
	
 炭素鋼の水線腐食のモ

デルを図１に示す。細長

い鋼を水に垂直に差し込

み、鋼の頭が大気中に突

き出している場合、充分

時間が経つと、水面のす

ぐ下の部分の腐食が他の

個所に比べて、より深く

進行する。水面（水線）

から上部に伸びた水のメ

ニスカス部が大気中から

酸素の供給が容易な薄い

水膜であるために、 
水線直下部は、 
「L-10	
 酸素濃淡電池腐食（通気差腐食）」で説明したメカニズムにより腐食が
促進される。すなわち、溶存酸素の供給が潤沢な水線近傍とその上部がカソー

ド（+）となる一方、水線直下がアノード（－）となり、電池が形成され、水線
直下の腐食が加速される。 
腐食生成物がアノード部分に堆積すると酸素の拡散が抑えられ、ますますそ

の部分が激しく腐食される。 
 
	
 ステンレス鋼では、炭素鋼と異なり、多くの場合、水線直上のメニカス部に

集中して局部腐食が見られる。メニスカス部では、水の蒸発により塩化物イオ

ンが濃化する。ステンレス鋼は、塩化物イオン濃度が増大すると、ステンレス

鋼を保護している不動態化皮膜が破壊され孔食や隙間腐食が生じやすくなる。

図１．炭素鋼の水線腐食のモデル図 



メニスカス部での塩化物イオンが濃化によって、メニスカス部では、局部腐食

が誘発される。 
 
 
４．損傷事例 
	
 港湾施設の鋼構造物のうち、護岸用

の鋼杭は常時激しい腐食環境に曝され

ている。鋼杭の腐食挙動のモデル図を

図２に示す。図に示すように、海面よ

り少し上の、波がぶつかってしぶきが

吹きかかる部分（飛沫帯）が最も腐食

され、次で、干満帯（満潮位～干潮位）

直下の海中部の腐食が早い。一方、干

満帯の腐食速度は低い。 
大気中の腐食速度に比べて飛沫帯の

腐食速度が早い理由は、この部分では、

海水の飛沫による濡れと乾燥の繰返し、

太陽による温度上昇による。 
干満帯の腐食速度が遅く、その直下 
の海中部の腐食が早いのは、３で説明 
した水線腐食のメカニズムで説明する 
ことが出来る。すなわち、干満帯がカソードとなり、干満帯直下の海中部がア

ノードとなり、干満帯の腐食が抑制される一方、干満帯直下の海中部の腐食は

加速される。 
 
５．対策 
上記港湾施設の鋼杭に関しては、飛沫帯～干満帯部分に塗料や有機樹脂など

で被覆した上に、電気防食を組み合せることにより、飛沫帯～干満帯～干満帯

直下の海中部の腐食を抑制することが出来る。 

 

図２．海洋での炭素鋼の腐食速度分布 


